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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公表番号】特表2012-511677(P2012-511677A)
【公表日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2011-540620(P2011-540620)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｈ   9/12     (2006.01)
   Ｆ１６Ｄ   1/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｈ   9/12    　　　Ｂ
   Ｆ１６Ｄ   1/06    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に連続可変トランスミッションのための、調節可能なプーリ（３；７）において、
　中央開口を有する２つのシーブ（４，５；８，９）が設けられており、前記中央開口に
プーリ（３；７）の軸（２；６）が挿入されており、前記プーリの第１のシーブ若しくは
固定シーブ（４；９）が前記軸（２；６）に固定して結合されており、前記プーリの第２
のシーブ若しくは可動シーブ（５；８）がプーリ（３；７）の作動手段（１７，１８，１
９，２１；２６，２７，５８）によって前記軸（２；６）に沿って軸方向に可動である形
式のものにおいて、前記固定シーブ（４；９）の中央開口が、横断面でみて正多角形であ
り、前記固定シーブ（４；９）の位置において軸（２；６）に、前記中央開口と実質的に
同じ形状の横断面が設けられており、固定シーブ（４；９）が軸（２；６）に圧力ばめに
よって嵌合されていることを特徴とする、調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項２】
　前記圧力ばめが、固定シーブ（４；９）の中央開口の輪郭と比較して半径方向で０．０
０５ｍｍ～０．０５０ｍｍの範囲の大きさの過剰寸法を有する軸（２；６）の輪郭によっ
て達成されている、請求項１記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項３】
　前記圧力ばめが、固定シーブ（４；９）の中央開口の輪郭と比較して半径方向で０．０
１５ｍｍ～０．０２５ｍｍの範囲の大きさの過剰寸法を有する軸（２；６）の輪郭によっ
て達成されている、請求項２記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項４】
　前記固定シーブ（４；９）の中央開口が、４つの丸み付けられた角を有しており、これ
らの角の間に、少なくとも僅かに凸状に湾曲した辺が設けられている、請求項３記載の調
節可能なプーリ（３；７）。
【請求項５】
　前記角が、１ｍｍ～１０ｍｍの範囲の大きさの曲率半径（Ｒｈ）に従って湾曲させられ
ており、前記辺が、１０ｍｍよりも大きい曲率半径（Ｒｚ）に従って湾曲させられている
、請求項４記載の調節可能なプーリ（３；７）。
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【請求項６】
　前記辺が、５０ｍｍ～１００ｍｍの範囲の曲率半径（Ｒｚ）に従って湾曲させられてい
る、請求項５記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項７】
　前記固定シーブ（４；９）の中央開口のエッジに斜面又は丸みが提供されている、請求
項１から６までのいずれか１項記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項８】
　固定シーブ（４；９）の中央開口のエッジに丸みが提供されており、該丸みが、１０ｍ
ｍ～５０ｍｍの半径を有しておりかつ０．５ｍｍ～２．５ｍｍの軸方向寸法を有する円弧
によって形成されており、該円弧が前記中央開口の輪郭に滑らかに移行している、請求項
７記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項９】
　前記可動シーブ（５；８）の中央開口に、非円形の横断面が提供されており、該横断面
が、固定シーブ（４；９）の中央開口の非円形の横断面と実質的に同じ形状である、請求
項１から８までのいずれか１項記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項１０】
　可動シーブ（５；８）の位置において軸（２；６）に、前記可動シーブの中央開口と実
質的に同じ形状の横断面が提供されており、可動シーブ（５；８）と軸（２；６）との間
に隙間が設けられている、請求項９記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項１１】
　前記隙間が半径方向でみて０．０５０ｍｍよりも小さい、請求項１０記載の調節可能な
プーリ（３；７）。
【請求項１２】
　前記隙間が半径方向でみて０．０１０ｍｍ～０．０２５ｍｍの範囲の値を有している、
請求項１１記載の調節可能なプーリ（３；７）。
【請求項１３】
　前記軸（６）が、該軸と一体に形成された歯車（５６）を有している、請求項１から１
２までのいずれか１項記載の調節可能なプーリ（７）。
【請求項１４】
　前記作動手段（２６，２７，５８）が、軸（６）の周囲に配置されたピストン（２６）
を含み、該ピストン（２６）が、軸（６）の輪郭に設けられた段部（５７）と、個々の作
動手段（２６，２７，５８）のシリンダ（２７）内に設けられたばね（５８）との間に締
め付けられている、請求項１３記載の調節可能なプーリ（７）。
【請求項１５】
　請求項１から１２までのいずれか１項記載の、調節可能なプーリ（３；７）を組み立て
る方法であって、該プーリに、中央開口を有する２つのシーブ（４，５；８，９）が設け
られており、前記中央開口にプーリ（３；７）の軸（２；６）が挿入されており、プーリ
の第１のシーブ若しくは固定シーブ（４；９）が前記軸（２；６）に固定して結合されて
おり、プーリの第２のシーブ若しくは可動シーブ（５；８）が、プーリ（３；７）の作動
手段（１７，１８，１９，２１；２６，２７，５８）によって前記軸（２；６）に沿って
軸方向に可動である形式のものにおいて、まず、前記固定シーブ（４；９）の中央開口の
壁部及び／又は軸（２；６）の輪郭に潤滑剤を提供し、次いで、軸（２；６）を固定シー
ブ（４；９）の中央開口に押し込むことによって、前記固定シーブ（４；９）を軸（２；
６）に嵌合させることを特徴とする、調節可能なプーリ（３；７）を組み立てる方法。
【請求項１６】
　軸（６）が、該軸と一体に形成された歯車（５６）を有しており、前記作動手段（２６
，２７，２８）が、ピストン（２６）と、ばね（５８）とを含み、固定シーブ（９）が軸
（６）に嵌合させられる前に、順次に、ピストン（２６）を軸（６）上に、軸の輪郭に設
けられた段部（５７）に当接するように押し込み、ばね（５８）を軸（６）に沿ってピス
トン（２６）に当接するように押し込み、可動シーブ（８）を軸（６）にばね（５８）に
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当接するように押し込む、請求項１５記載の調節可能なプーリ（７）を組み立てる方法。
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